






 

別記様式第１号 

自 由 刑 等 執 行 終 了 通 知 書 

  年  月  日 

検察庁（支部）検察官 殿 

市 区 町 村 長 殿 

 

刑務所（支所）長 

少 年 刑 務 所 長 

拘置所（支所）長   印 

少年院（分院）長 
 

下記の者について刑の執行が終了したので通知する。 

氏 名 
 

生 年 月 日 年 月 日生 

本 籍 
 

言 渡 裁 判 所 裁判所  支部 刑 名 ・ 刑 期 
 

裁 判 の 日 
 

執 行 猶 予 年間   

確 定 の 日 

 
刑 の 始 期 

 

罪 名 

 
刑 終 了 の 日 

 

刑の執行経過 
 

参 考 事 項 
 



 

【備考】 

１ 作成方法 

自由刑等執行終了通知書の作成は、有罪の確定裁判を受けた者について一刑ごとに作

成すること。 

２ 記入要領 

 ⑴ 氏名欄 

判決時の氏名を記入すること。 

なお、判決後に氏名が変更されている場合には、参考事項欄に、氏名及び変更年月

日も記入すること。 

 ⑵ 本籍欄 

判決書に記載されている本籍を記入すること。 

なお、判決後に本籍が変更されている場合には、参考事項欄に、新本籍及び変更年

月日も記入すること。 

 ⑶ 刑名・刑期欄 

判決言渡し時のものを記入すること。ただし、一部執行猶予刑については、次のと

おり記入すること。 

  ア 刑の一部の執行猶予の言渡しを取り消されていないとき 

実刑部分の期間を記入し、「（一部執行猶予刑の実刑部分）」と付記した上、参考

事項欄に言渡しのあった刑名刑期等を記入すること。 

  イ 実刑部分執行終了日（実刑部分の期間の執行終了の日をいう。以下同じ。）以前

に、刑の一部の執行猶予の言渡しを取り消されたとき 

一部執行猶予刑について、執行が猶予されていた部分（以下「猶予部分」とい

う。）の期間を含む言い渡された刑期全部を記入すること。 

  ウ 実刑部分執行終了日の翌日以後に、刑の一部の執行猶予の言渡しを取り消された

とき 

猶予部分の期間を記入し、「（一部執行猶予刑の猶予部分）」と付記した上、参考

事項欄に言渡しのあった刑名刑期等を記入すること。 

なお、以後減刑によって刑期に変動があった場合には、その旨を参考事項欄に記入

すること。 

 ⑷ 刑終了の日欄 

一部執行猶予刑について、実刑部分の期間の執行終了により釈放したときは、実刑

部分執行終了日を記入すること。 

 ⑸ 刑の執行経過欄 

刑執行中において、刑の執行停止、逃走、仮釈放、刑の一部の執行猶予の言渡しの

取消し、刑の執行順序の変更等があった場合には、その経過について記載すること。 

 ⑹ 参考事項欄 

  ア 本刑（一部執行猶予刑の実刑部分を含む。以下同じ。）に引き続き執行すべき拘

禁刑又は懲役若しくは禁錮の刑の有無（ある場合には、その刑名及び刑期を含む。）

を記入すること。 

  イ 本刑に引き続き執行すべき拘禁刑又は懲役若しくは禁錮の刑がない場合において



 

一部執行猶予刑に係る猶予の期間があるときは、「一部猶予期間有り」と記入する

こと。 

 ⑺ 参考事項欄の記入例 

例① 一部執行猶予刑（拘禁刑２年うち６月につき２年間執行猶予）の実刑部分の期

間の執行終了により釈放した場合において、引き続き執行すべき拘禁刑又は懲役若

しくは禁錮の刑がないとき 

「刑名刑期等 拘禁刑２年うち６月につき２年間執行猶予、本刑に引き続き執

行すべき拘禁刑又は懲役若しくは禁錮の刑なし、一部猶予期間有り」 

例② 一部執行猶予刑（拘禁刑２年うち６月につき２年間執行猶予）の実刑部分に引

き続き拘禁刑１年の刑を執行する場合において、一部執行猶予刑の実刑部分の期間

の執行を終了したとき 

「刑名刑期等 拘禁刑２年うち６月につき２年間執行猶予、本刑に引き続き拘

禁刑１年執行」 

例③  一部執行猶予刑（拘禁刑２年うち６月につき２年間執行猶予）の実刑部分に引

き続き拘禁刑１年の刑を執行する場合において、拘禁刑１年の刑の執行終了により

釈放したとき 

「本刑に引き続き執行すべき拘禁刑又は懲役若しくは禁錮の刑なし、一部猶予期

間有り」 



 

別記様式第２号 

死  亡  者  通  知  書 

  年  月  日 

 

 

検察庁（支部）検察官 殿 

刑務所（支所）長 

少 年 刑 務 所 長 

拘置所（支所） 長   印 

少年院（分院）長 

 

下記の者が死亡したので通知する。 

 

氏 名 
 

生 年 月 日 年  月  日生 

本 籍 
 

言渡裁判所 裁判所  支部 刑名・刑期 
 

裁 判 の 日 
 

死亡年月日  

確 定 の 日 
 

罪 名 
 

参 考 事 項 
 

  



 

【備考】 

１ 作成方法 

死亡者通知書の作成は、有罪の確定裁判を受けた者について一刑ごとに作成すること。 

２ 記入要領 

 ⑴ 氏名欄 

判決時の氏名を記入すること。 

なお、判決後に氏名が変更されている場合には、参考事項欄に、氏名及び変更年月

日も記入すること。 

 ⑵ 本籍欄 

判決書に記載されている本籍を記入すること。 

なお、判決後に本籍が変更されている場合には、参考事項欄に、新本籍及び変更年

月日も記入すること。 

 ⑶ 刑名・刑期欄 

判決言渡し時のものを記入すること。ただし、一部執行猶予刑については、次のと

おり記入すること。 

  ア 刑の一部の執行猶予の言渡しを取り消されていないとき 

実刑部分の期間を記入し、「（一部執行猶予刑の実刑部分）」と付記した上、参考事

項欄に言渡しのあった刑名刑期等を記入すること。 

  イ 実刑部分執行終了日（実刑部分の期間の執行終了の日をいう。以下同じ。）以前に、

刑の一部の執行猶予の言渡しを取り消されたとき 

一部執行猶予刑について、執行が猶予されていた部分（以下「猶予部分」という。）

の期間を含む言い渡された刑期全部を記入した上、参考事項欄に刑の一部の執行猶

予の言渡しを取り消された旨を記入すること。 

  ウ 実刑部分執行終了日の翌日以後に、刑の一部の執行猶予の言渡しを取り消された

とき 

猶予部分の期間を記入し、「（一部執行猶予刑の猶予部分）」と付記した上、参考事

項欄に言渡しのあった刑名刑期等及び刑の一部の執行猶予の言渡しを取り消された

旨を記入すること。 

なお、以後減刑によって刑期に変動があった場合には、その旨を参考事項欄に記

入すること。



 

別記様式第３号 

犯 歴 事 項 訂 正 通 知 書 

  年  月  日 

 

 

検察庁（支部）検察官 殿 

市 区 町 村 長 殿 

刑務所（支所）長 

少 年 刑 務 所 長 

拘置所（支所）長   印 

少年院（分院）長 

 

下記の者について犯歴に誤りがあったので通知する。 

氏 名 
 

生 年 月 日 年  月  日生 

本 籍 
 

言渡裁判所 裁判所  支部 刑名・刑期 
 

裁 判 の 日 
 

執 行 猶 予 年間  

確 定 の 日  刑 の 始 期 
 

罪 名  刑終了の日 
 

訂 正 事 項 
 

参 考 事 項 
 

  



 

【備考】 

１ 作成方法 

犯歴事項訂正通知書の作成は、有罪の確定裁判を受けた者について一刑ごとに作成す

ること。 

２ 記入要領 

 ⑴ 犯歴事項訂正通知書は、刑事施設及び少年院において、既に送付した通知書の記載

事項に誤りがあり、これを訂正する場合に使用すること。 

 ⑵ 氏名欄以下罪名の欄までは、訂正前の記載事項をそのまま記入すること。 

また、既に送付した通知書の刑の執行経過欄及び参考事項欄に記入した事項のうち、

刑の一部の執行猶予の言渡しを取り消された旨、言渡しのあった刑名刑期等、引き続

き執行すべき拘禁刑又は懲役若しくは禁錮の刑の有無及び一部猶予期間がある旨につ

いては、訂正前の記載事項を参考事項欄にそのまま記入すること。 

 ⑶ 訂正事項欄には、誤記した通知書名のほか、訂正すべき事項を記入すること。 

 ⑷ 訂正事項欄の記入例 

例① 山口太郎を山田太郎と誤記したので訂正する場合 

「上記刑につき、自由刑等執行終了通知書を送付したが、山田太郎は山口太郎の

誤記である。」 

例② 本籍「東京都葛飾区小菅１の３５の１」を「千葉県若葉区貝塚町１９２」と誤

記（別人の本籍）したので訂正する場合 

「上記刑につき、自由刑等執行終了通知書を送付したが、本籍は、東京都葛飾区

小菅１の３５の１の誤記である。」 

例③ 罪名「窃盗、同未遂、住居侵入、同未遂」を「窃盗、同未遂、住居侵入」と誤

記したので訂正する場合 

「上記刑につき、自由刑等執行終了通知書を送付したが、罪名は、窃盗、同未遂、

住居侵入、同未遂の誤記である。」 

例④  引き続き執行すべき拘禁刑又は懲役若しくは禁錮の刑の有無について、「本刑に

引き続き拘禁刑１年執行」を「本刑に引き続き執行すべき拘禁刑又は懲役若しくは

禁錮の刑なし」と誤記したので訂正する場合 

「上記刑につき、自由刑等執行終了通知書を送付したが、「本刑に引き続き執行す

べき拘禁刑又は懲役若しくは禁錮の刑なし」は、「本刑に引き続き拘禁刑１年執行」

の誤記である。」 

例⑤ 「一部猶予期間有り」と記載していなかったので訂正する場合 

「上記刑につき、自由刑等執行終了通知書を送付したが、一部猶予期間有りと訂

正する。」 


